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つながる世界 つなぐ未来 

１月 １４日（水）～１７日（土）に、浦河町主催の

文化交流事業「アイヌの人々と台湾先住民族との交流」

に本校生徒５名が参加しました。生徒達は、出発までに

アイヌ文化に触れる勉強会を経て台湾・花連県に行き、

台湾先住民族との文化的交流を経て、台湾について理解

を深めてきました。 

令和７年度浦河町役場理事者報告会を実施しました。この報告会は、本校の教育に関してよ

り深い理解をしていただくことで、地域協働の深化の一助とすることを目的としています。浦

河町理事者（浦河町長・副町長・教育長）、浦河町職員の方々に参加していただきました。 

報告会では、まず、昨年度に引き続き福岡県立小倉南高等学校の交流事業で学んだことや経

験について報告を行いました。今年度は小倉南高校が見学旅行の一環で浦河町を訪問するなど

より関係性を深めた１年でした。そして、浦河町の農作物を害虫から守るための研究や、外国

とのルーツがある方々が防災情報を正しく受け取れる為の研究など、様々な課題解決に向けて

研究を進めた代表５グループによる発表が行われました。 

初めての台湾で、文化や 

町並みなどの違いに刺激を受

け、今も現地の方と SNSでの交

流が続くほどの大切な関係性と

思い出ができました。 

〈２年 C組 齋藤 琴乃〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１月 ２３ 日（金）に釧路市で、

令和７年度北海道高等学校総合学

科学習成果発表会が開催されまし

た。この発表会は、全道総合学科の

代表者が一堂に会して学習の成果

を交流し合い、探究活動のさらな

る充実を図ることを目的にしたも

のです。今年度は１２月の浦河高

校の学習成果発表会で審査１位で

あった「ガチャと！ピッと！ホッ

と！浦河まるごと特産品プロジェ

クト」班が成果報告を行いました。 

 

「浦高だより」カラー版は、浦河高校ホームページでご覧いただけます。（http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/） 

１月３１日（土）に「Ezo 探究-festival」に２年 C組 中島 充裕さんと１年 C組 小野 虎徹さんが

「アントレプレナーシップ教育」推進プロジェクトの代表班として発表してきました。２人の活動は北海

道函館西高等学校の生徒とのチームであり、８月のキャンプで結成して以来、異なる地域に住みながらも

「どうしたら地域を盛り上げらるか」をテーマに活動し、現在では解決に向けて「エスカレータ式農業」

のプログラム考案まで研究が深まりました。 

↑日常の授業も大詰めです。３年次生は２月 26日まで家庭学習期間と

なります。１，２年次生は年度最後の後期期末考査を受けました。 

←SDGsワーキンググループで

は今年度の活動の報告会も実

施しました。このような日常の

浦高生の活躍は是非「浦高公式

note」からもチェックを！ 

浦高公式 noteはコチラ！ 

報告会では、他校の発表を通して様々な視点から「課題」を捉

える実例について触れることができました。これまでたくさんの

方々に支えられ、課題研究を通して貴重な経験をしてきたことを

誇りに思いながら、自分達の発表をやりきることができました。

これからも、課題研究で学んだ仲間と協力して取り組むことの大

切さや、第三者の意見を取り入れることの重要性を意識して次の

ステージでも頑張りたいです。最後に、いつか自動販売機での特

産品販売が実現し、浦河町に貢献できたらと思います。 

〈３年 A組 山田 唯月〉 

 違う地域の高校生と共に課題研究を行うことは大変貴重な経験

でした。当日は、チームによって視点や考え方が異なり、発表を聞

く中で自分には無かった発想や工夫をたくさん学ぶことができま

した。その中で、新しい気付きや発見もあり、これからの探究活動

に活かしていきたいと思いました。交流を通して刺激を受ける場面

も多く、とても楽しく、充実した時間を過ごすことができました。    

〈２年 C組 中島 充裕〉 


